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Ⅰ はじめに  
2006 年の国連総会で「障害者権利条約」が採択され、インクルーシブ教育についても示された。これは、障

害のある者とない者が共に学ぶことを通して「共生社会」の実現に貢献しようという考えに基づくものである。

そのインクルーシブ教育を推進・確立していくためには、特別支援教育は必要不可欠なものである。国内におけ

る特別支援教育は、平成 19 年の学校教育法の一部改正により、障害のある幼児児童生徒一人一人の教育的ニー

ズに応じて適切な教育的支援を行う教育としてスタートした。障害のある子供たちの自立や社会参加に向けて

の取組を支援するという視点に立ち、現在全ての学校において実施されている。 

特別支援教育の現状について「通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査」

有識者会議参考資料（令和４年文部科学省）では、平成 24 年度と令和４年度を比較すると特別支援教育の対象

となる児童生徒の割合は 2.9％から 6.3％へと増加傾向にあると示されている。中でも、通級による指導（以下、

通級指導）を受けている児童生徒数は 16.3 万人で全体の 1.7％を占めており、通常学級に在籍し特別な支援を

要する児童生徒が多いことが分かる。「通常学級に在籍する発達障害の可能性のある特別な教育的支援を必要

とする児童生徒に関する調査」（令和４年文部科学省）における調査結果によると、「学習面または行動面で著し

い困難を示す」児童生徒の割合は 8.8％、「学習面で著しい困難を示す」は 6.5％と推定されている。また、著し

く学習に困難を示している子供たちに対する「授業時間以外の個別の配慮・支援を行っているか」の問いには、

「行っていない」と回答した小学校・中学校は 67.2％であり、多くの児童生徒が授業時間以外で支援を受ける

ことができていないという実態が明らかとなった。加えて、この調査には「かなり困難」「やや困難」というレ

ベルの子供たちが含まれておらず、通常学級の中で学習に困難を抱えつまずいている子供はさらに多いことが

推測でき、教師の特別支援教育に関する専門性の向上は喫緊の課題であるといえる。 

本総合教育センター特別支援教育班による教育相談や各種研修会では、読むことや書くことに困難を抱えて

いる児童生徒の支援や指導について、教師からの相談や問い合わせが多く寄せられている。読むことや書くこ

とに困難を示す「読み・書き障害」とは、学習障害の一つで知的発達に問題はないものの読むことや書くことの

能力に著しい困難を持つ状態をいう。支援の必要性が認知されにくい上、その特性から学びを積み重ねていく

ことに困難が生じる。結果的に学業不振や自己効力感の低下につながりやすい。読むこと書くことは全ての学

びを支える土台である。教師が「読み・書き障害」及びその疑いのある子供たちを正しく理解し、早期から適切

な支援を行うことができれば、学習に困難を示す子供たちの「わかった」「できた」「楽しい」を支えることがで

き、学びの充実につながるであろう。 

以上のことから本研究では、小学校・中学校・高等学校（以下、小中高等学校）の教師の「読み・書き」に困

難を抱える児童生徒の正しい理解と、支援や指導をサポートするために、２ヶ年計画で「『読み・書き』サポー

トブック」(以下、サポートブック)を作成する。初年度は、サポートブックの作成に向けて、沖縄市内の小中高

等学校において「読み・書き」に困難を抱える児童生徒の実態及び指導する教師の困り感の把握を目的とした調

査研究を行った。調査結果からは、子供理解や実態把握について、子供たちの困難に応じた支援及び指導方法、

保護者との連携等に課題が見られた。この結果を踏まえて、サポートブックの項立てを行い、理論的なページと

して「読み・書きに困難を抱える子供理解」「実態把握について」等、項目の一部を作成した。令和５年度は、

読むこと・書くことについて、困難のタイプごとに「支援と指導」の内容をまとめたサポートブックの完成を 
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目指す。また、教師の活用のしやすさを考慮し、タブレットやスマートフォン等、様々な端末からでもアクセス

可能とし、沖縄県立総合教育センターの Web ページへ掲載を予定している。 

 

Ⅱ 研究内容 
１ 研究計画 

２ サポートブックの作成 

   前年度は、サポートブックのトップページをはじめとする一部のページを作成した。今年度は、読むこ

と・書くことについて、困難のタイプごとに支援と指導についての理論研究及び資料・情報収集を通して全

てのページを作成する。 

(1) 項立てについて 

サポートブックの項立てについては、表１のとおりである。 

① 「はじめに」 

サポートブックの趣旨と活用の方法について説明してい

る。通常学級には、診断のある子だけでなく、それに近い状

態を示す子供たちがかなりの割合で在籍しているとみられ

る。そこで、サポートブックでは、支援と指導の対象を、単

に読字障害や書字障害と断定するのではなく、「読むことや

書くことに困難を抱えている子供たち」として、広く捉えて

いることについて記載している。 

② 「読みの困難の状態→支援と指導ＡからＨ」「書きの困難

の状態→支援と指導ＡからＨ」 

読みと書きの様々な困難のタイプから、児童生徒の状態に

合わせて各タイプを選択できるようになっており、読み書きそれぞれにＡからＨの８つのタイプ別に

「支援と指導」のページへと進むことができる。各ページでは、困難の状態に応じた支援と指導につ

いて情報を得ることができる。 

③ 「実態把握について」 

子供のニーズに応じた支援と指導を行うためには、実態把握が必要不可欠である。様々なアセスメ

ント法や実態把握の仕方、簡易チェック、氷山モデルを活用した支援の考え方、実態把握に役立つツ

ールを紹介している。 

④ 「読み・書きに困難を抱える子供理解」 

読み・書きの困難の要因にはどのようなことが考えられるのか、また、読み書きに困難がある状態

とはどのような状態か等、特別支援教育関連について知識が十分でない教師でも分かりやすいように

まとめ、「読み・書き」に困難を抱える子供たちについて総合的に学ぶことができる。 

⑤ 「教材の紹介（Web 版）」 

パソコンやタブレット等を活用した指導に役立つアプリを紹介している。 

   ⑥ 「実践例」 

     紹介した児童生徒の支援や指導を参考に研究協力員が実際に実践した例を紹介している。 

４月 
テーマ、研究内容検討、研究計画 

研究協力員依頼 

５月 テーマ検討会 

６月～９月 
理論研究、資料収集 

「読み・書き」困難のタイプごとに「支援と指導」の内容をまとめたページを作成 

９月下旬～ 

11 月中旬 

研究協力員による内容の検証 

中間報告会 

11 月中旬～ 

２月 

検証を基にサポートブックの内容の見直しと修正 

研究発表会 

２月末サポートブック完成予定 

３月 
県立総合教育センターの Web ページへ掲載準備 

※Web ページへの掲載は令和６年度４月を予定している 

表１ サポートブックの項立て 

１．はじめに 

２．読みの困難の状態 

・支援と指導（A～H の８タイプ） 

  書きの困難の状態 

・支援と指導（A～H の８タイプ） 

３．実態把握について 

４．読み・書きに困難を抱える 

子供理解 

５．教材の紹介（Web 版） 

６．実践例 
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(2) タイプ別「読み・書き」の困難「支援と指導」ページの作成 

      今年度は、読むこと・書くことについて、困難のタイプごとに「支援と指導」の内容をまとめたペー

ジ作成を行った(表２、表３)。 

 

 
 

３ 試作版について 

  サポートブック試作版より、読み・書きの困難への支援と指導から一部を紹介する(図１、図２)。 

 

 

表２ タイプごとの読みの困難への支援と指導 

Ａタイプ 適切な速さで読むことができない 

Ｂタイプ 言葉に詰まったりする 

Ｃタイプ 初めて出てきた語や普段あまり使わない語などを読み間違える 

Ｄタイプ 文中の語句や行をとばしたり、または繰り返し読んだりする 

Ｅタイプ 音読がたどたどしい 

Ｆタイプ 勝手読みがある（「行きました」を「いました」と読む等） 

Ｇタイプ 読むことを嫌がる 

Ｈタイプ 文章を読んで理解することが難しい 

表３ タイプごとの書きの困難への支援と指導 

Ａタイプ 読みにくい字を書く 

Ｂタイプ ひらがなやカタカナが書けない 

Ｃタイプ 漢字を書くことが苦手 

Ｄタイプ 句読点の抜けや正しく打つことができない 

Ｅタイプ 板書をすることが難しい 

Ｆタイプ 時間内に書くことができない 

Ｇタイプ 文章を書くことが苦手 

Ｈタイプ 書くことを嫌がる 

読
み
の
困
難 

書
き
の
困
難 

図１ タイプ別読み書きの困難のページ 
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読みの 

「A タイプ」のページより 

書きの 

「A タイプ」のページより 

図２ タイプ別の支援と指導より、「読み」Ａタイプ、「書き」Ａタイプから抜粋 
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４ サポートブック試作版の検証と考察 

(1) 検証について 

Googl サイト上のサポートブック試作版を、研究協力員５名（小学校通常学級担任３名、中学校通級指

導教室担当１名、高等学校通級指導教室担当１名）に限定公開し、実際に活用してもらい実用化に向け

て内容を検証する。検証を基に内容の見直しと修正を行う。 

① 検証期間 

令和５年９月 22 日～令和５年 11 月 17 日 

② 検証目的 

サポートブックの内容充実を目指し、試作版が「読み・書き」に困難を抱える子供たちの指導をし

ている教師を支援できる内容となっているか、また、Web 版として操作がスムーズに行えるか等につ

いて実際に活用しながら効果検証を行う。 

③ 検証内容 

検証は、「操作について」「サポートブックの内容について」「活用について」「通級指導教室担当の

先生へ」「通常学級の先生へ」を中心に行う。また、実際にサポートブックを参考にし、児童生徒の実

態に合わせた内容についての詳細は以下のとおりである（表４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表４ 検証内容 

１ 操作について（視聴する際の手順等がわかりやすくなっているか） 

ア 主に使用する場所はどこですか。(教室、自宅等) 

イ 「読み・書き」サポートブック Web 版の全てのページを読みましたか。 

ウ どのデバイスが活用しやすかったですか。（スマートフォン・タブレット・パソコン） 

エ 各ページの見やすさはどうですか。（スクロールの回数、インデックスの追加の検討等） 

オ 知りたい情報をスムーズに探すことができましたか。 

２ サポートブックの内容について 

ア 必要な情報が得られる内容になっていますか。 

イ 教師の悩みに応える内容になっていますか。 

ウ トップページから「はじめに」の内容は理解できましたか。 

エ 「児童生徒の実態把握」について、その内容は理解できましたか。 

オ 「『読み・書き』に困難を抱える子ども理解」について、その内容は理解できましたか。 

カ 「教材の紹介」についてその内容は理解できましたか。 

キ 読みの困難に対する「支援と指導」について理解できる内容になっていますか。（A～H の８タイプ別） 

ク 書きの困難に対する「支援と指導」について理解できる内容になっていますか。（A～H の８タイプ別） 

３ 活用について 

ア サポートブックを活用したいと思いますか。 

イ 活用した内容について、読みの実践から１つ、書きの実践から１つ、「実践例」としてご提供ください。 

ウ 実際の指導において、活用した内容があれば教えてください。（〇で囲んでください。複数回答可。） 

読みのタイプ（ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ ）書きのタイプ（ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ ） 

エ サポートブックはどのような場面で活用できると思いますか。（〇で囲んでください。・複数回答可。） 

 

４ 【通常学級の先生へ】 

ア 使ってみて、特に良かった点があれば教えてください。 

イ 校内の先生方へ紹介したいと思いますか。 

５ 【通級指導教室担当の先生へ】 

ア 使ってみて、良かった点があれば教えてください。 

イ サポートブックで得た支援や指導についての情報は、通常学級の先生や校内における連携等で活用できそう 

ですか。具体的にどのような部分が連携で利用できそうか教えてください。 

６ その他【ご意見をお聞かせください】学級の先生方へ紹介したいと思いますか。 

ア サポートブックの各学校への周知方法についてご意見をお聞かせください。 

イ 「読み・書き」サポートブック Web 版の活用及び促進に向けた課題、意見・要望があればご記入ください。 
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表６ 検証「サポートブックの内容について」 

【 良かった点 】 

ア 「必要な情報が得られる内容になっていますか」 

「タイプ別になっているので分かりやすい」「必要なページを読めば情報が得られるようになっている」「実践例だ

けでなく、理論的なものも載っていたので実態把握に役立った」「読字・書字の困難や特性について、全く知らない

先生にも内容的に必要な情報が得られる」 

イ 「教師の悩みに応える内容になっていますか」 

  「悩みを解決するヒントになる」「対象となる生徒の実態に合った支援・指導になっている」「支援教材や指導例も

多く掲載されているため、すぐに実践したいと思った」「特別支援学級を担当した事がない学級担任でも分かるよう

に、困難の要因が説明されていて勉強になった」「気になる児童について再度見取り直しができ、支援方法や指導事

例も沢山掲載されており、実践意欲が増した」 

ウ 「トップページから『はじめに』について」、エ 「児童生徒の実態把握」、オ 「『読み・書き』に困難を抱える

子供理解」カ「教材の紹介」について、その内容は理解できましたか。 

ウからカの設問について、全員が「理解できた」と答えている。 

キ 「読みの困難」、ク 「書きの困難」に対するタイプ別支援と指導について、理解できる内容になっていますか。 

   キとクの各タイプについて、全員が「理解できた」と答えている。 

【 課 題 】 
・全体的に文章の中で、書式の統一、誤字・脱字、言葉の統一等が必要。読みにくい文章がある。 

・説明が分かりやすいように、イラストや画像がもっとあった方が良い。 

・分からない言葉があるので、用語解説があった方が良い。 

・chromebook で活用できるアプリの紹介があると助かる（市町村によっては、iPad が使えない）。 

(2)  検証結果 

研究協力員による検証結果については、各項目以下のとおりである（表５～表９）。 

①  「操作について」 

 

② 「サポートブックの内容について」 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「活用について」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表５ 検証「操作について」 

【 良かった点 】 
ウ「どのデバイスが活用しやすかったですか」、エ「各ページの見やすさ」では、基本的にどの端末でも見やすい

が、特にパソコンとタブレットが挙げられている。閲覧のしやすさではパソコン、持ち運びのしやすさではタブレ

ットやスマホは常に携帯しているので、気になる時にすぐに調べられる等の利便性の良さが報告されている。オ「知

りたい情報はスムーズに探すことができましたか」では、「スムーズにできた」「具体的な特性で書かれているためイ

メージしやすく探しやすい」「知りたい情報を調べることができ、とても便利に思えた」との回答があった。 

【 課 題 】 
・スマホは、すぐに検索ができるのだが、文字が小さく拡大しないと読みづらいページがあった。また、スクロール

回数が多くなり、前に戻りたい時に何処か分からなくなる。 

・インデックスの見やすさを工夫したほうが良い。 

・ページの最後に「戻る」ボタンがあった方が良い。  

表７ 検証「活用について」 

【 良かった点 】 

ア 「サポートブックを活用したいと思いますか」 

 ・全員が「思う」と答えている。 

・具体的な指導事例が掲載されている。授業で取り入れることができ、今後も活用したい。 

  ・特別支援学級を担当したことがなくても、「読み・書き」の苦手な子にどのようなアプローチが必要なのか、丁寧に 

教えてくれるので活用しやすい。タイプ別の支援と指導がとても有効であった。 

・教職経験の未熟さから、上手く児童理解ができずに困っていた。要因や支援、指導が細かく記載されているため、「実践

してみたい！実践してみよう！」という前向きな意欲が湧き、大変、勉強になった。「これまで行ってきた支援や指導も

記載されていたので、「間違っていなかった！」という自信にもなった。「読み・書きサポートブック」は、児童生徒の支援

や指導の根拠となる資料だと思う。 
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⑤ 「通級指導教室担当の先生へ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表８ 検証「通常学級担任としての活用」 

【 良かった点 】 

ア「使ってみて良かった点があれば教えてください」 

・「読み・書き」の困難の状態と指導がタイプ別になっていて良かった。 

・理論的なことが分かりやすく書かれていて参考になった。 

・児童の実態にあった指導を選べるので、活用してみたいと思える内容であった。 

・教材の参考例があったのでオリジナル教材が作りやすかった。 

・紹介されている教材の一つ「多層指導モデル MIM」は、「読み・書き」のすべてにおいて、効果があると思った。学級全

体で支援や指導を行えるところが助かった。 

 イ「校内の先生方へ紹介したいと思いますか」 

  ・思う。新任特別支援学級担任や、支援学級在籍の児童が交流及び共同学習で授業をうけている通常学級の担任の先

生に見てほしい。 

  ・どの学級にも読み書きが苦手な児童がいると思うが、すぐに活用できる情報が沢山あるので是非紹介したい。 

・是非紹介したいと思う。学年会では、困り感を抱いている児童の共有やどのような支援があるか、度々、議題に上がる

ことがあった。その度に、先輩教諭から支援や指導の方法や、資料を提供してもらっていた。「サポートブック」の活用が

本県で広まれば、どの地区においても支援や指導がスムーズに行えると思う。 

 イ 「実際の指導において活用した内容があれば教えてください」(複数回答可) 

 ・「読み・書き」ともに、一人あたり２回以上実際の指導において活用していた。 

 ウ 実際の実践例の提供 

 ・研究協力員５名より実践例を提供してもらった。 

 エ サポートブックはどのような場面で活用できると思いますか。 

   小学校：通常学級での授業実践、特別支援学級での指導、個別指導、実態把握、個別の支援計画や指導計画の作成

単元指導計画作成、授業デザイン時、授業の振り返り、校内委員会、ケース会議、保護者面談、関係機関

との連携 

中学校/高等学校：特別支援学級での指導、個別指導、授業デザイン時、通常学級での授業実践、個別指導、 

実態把握、個別の支援計画や指導計画の作成時 

表９ 検証「通級指導教室担当としての活用」 

【 良かった点 】 

ア「使ってみて良かった点があれば教えてください」 

・具体的な特性が整理されて書かれているので、通常学級の先生方にも説明がしやすくて良かった。 

 ・困難を抱える生徒がどのタイプでどの指導が有効なのか、確認することができた。 

 ・今後の指導の参考になった。 

 イ「サポートブックで得た支援や指導についての情報は、通常学級の先生や校内における連携等で活用できそうで 

すか」 

  ・はい。サイトを紹介する。 

・全体でのビジョントレーニングを授業前にやることや、個人的に使用する教具等の情報を提供する等で、通常学級

でも取り入れやすくする。 

 ・生徒の実態把握。指導の共通理解。指導の根拠として。 

 

【 課 題 】 

・内容での連携となると、現実的に先生たちの準備時間や、通級での指導に指定されている時間での活用、個別の活用

等いろいろ考えられるが、通常の教科の中で取り入れるには少し難しいものが多いかと思った。逆に、内容的には特別

支援学級の授業内や通級指導教室における自立活動では十分に使えると思う。 
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⑥ 「実践報告について」 

サポートブックを参考に、研究協力員が実際に指導した内容を提供してもらった。提供された実践

例は、サポートブックの閲覧者が教材を作成する際に、指導や活用場面のイメージを持ちやすいよう

にサポートブックへ掲載する。 

  (3) 検証における考察 

「１操作について」では、パソコン、タブレット、スマホを使用して、自宅や教室、職員室で使用す

ることができており、閲覧もスムーズにできていた。このことから、教師が困った時、知りたいことが

ある時に、いつでも身近なデバイスで調べることが可能であることを確認することができた。 

改善点としては、検索しやすいようにメインページのデザイン変更、インデックスと各ページの名称

の統一、閲覧しているページの最後に任意のページへジャンプ（移動）できるように「戻る」等のボタ

ンを設置し、より操作性を高めることである。 

「２サポートブックの内容について」では、「トップページ」「児童生徒の実態把握」「読み・書きに困

難を抱える子供理解」「教材の紹介」「読み・書きの困難の各タイプ別支援と指導」、全ての項目において

「理解できる」内容となっているとの回答を得た。その理由として「タイプ別になっているから分かり

やすい」「実践例だけでなく理論的なことも載っていたので実態把握に役立った」「悩みを解決するヒン

トになる」「特別支援学級を担当したことがない学級担任でも分かりやすい」「支援方法や指導事例も沢

山掲載されており実践意欲が増した」等が挙げられた。このことから、サポートブックは教師にとって

必要な情報が得られ、悩みに応える内容であることが分かった。 

改善点としては、書式や文言の統一、用語解説やイラスト・画像の挿入等、主に読みやすさに着眼し

て修正を行う。更に分かりやすい内容にするため、一部のページでは文章の見直しや加筆を行う。 

「３活用について」では、全員が「サポートブックを活用したいと思う。」と回答している。理由とし

ては、「特別支援学級を担当したことがなくても、読み書きの苦手な子供にどのようにアプローチが必要

なのか、丁寧に教えてくれるので活用しやすい」「タイプ別の支援と指導がとても有効」「これまで行っ

てきた支援や指導が『間違っていなかった』という自信にもなった」等という声があり、特別支援学級

を担当したことがない教師でも活用しやすく、これまでの支援や指導に対する自信と支援や指導の根拠

を確認できる等、教師にとって役に立つツールとしての活用が期待できる。 

    サポートブックの活用場面としては、通常学級での授業実践、特別支援学級での指導、個別指導、実態

把握、個別の支援計画や指導計画の作成、単元指導計画作成、授業デザイン時、授業の振り返り、校内

委員会、ケース会議、保護者面談、関係機関との連携等での活用が期待できる。 

「４通常学級担任」としては、使ってみて良かった点として、「『読み・書き』の困難の状態と指導の

タイプ別指導が良かった」「『読み・書き』の困難について理論的な部分が分かりやすく書かれていて参

考になった」「児童の実態に合った指導を選べる」「教材の参考例があったのでオリジナル教材が作りや

すい」等の回答があった。サポートブックは、閲覧時に児童生徒の困難の状態から支援や指導を導きや

すいように、困難のタイプ別掲載や教材の紹介、困難の要因や実態把握についてのページを作成してい

る。これまで知らなかった「読み・書き」の困難の要因や、支援と指導、実態把握について知ることは、

より児童生徒の理解につながり「使って良かった」と感じたと考えられる。また、「どの学級にも読み書

きの苦手な児童がおり、すぐに活用できる情報が沢山ある」「学年会での困り感を抱いている児童の共有

や支援についての確認等でもサポートブックが活用できる」「新任特別支援学級担任や、交流及び共同学

習で授業を行っている通常学級担任に見てほしい」等、校内の先生方にも是非紹介したいとの回答があ

った。サポートブックは、読み書きに困難を抱える児童生徒の支援や指導に悩んでいる通常学級担任に

とって役立つものになることが期待できる。 

「５通級指導教室担当」としては、困難を抱える生徒がどのタイプに該当するのかを確認して、有効

な指導を選択できることや、サポートブックを活用して通常学級の先生方へ生徒の特性等についての説

明を行っていた。通級指導教室担当として通常学級の先生や校内における連携での活用では、サイトを

紹介し、実態把握、指導の共通理解、指導の根拠確認、個別の教育支援計画や個別の指導計画作成時等

が考えられる。 

 

Ⅲ まとめ 
本研究では、小中高等学校教師に対する「読み・書き」に困難を抱える子供たちの正しい理解と、支援や指導

を手助けするためのサポートブックを２カ年計画で作成している。 
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前年度の調査研究では、子供理解や実態把握について、子供たちの

困難に応じた支援及び指導方法、保護者との連携等に課題があること

が分かった。これらの課題は、読むことや書くことに困難を抱える子

供たちを支援・指導している教師が抱える困難である。教師はサポー

トブックを活用し、「読み・書き」の困難はなぜ起こっているのかとい

った要因を知ることで、目の前にいる子供を理解することができる。

様々な実態把握の方法を知ることは、子供のニーズに合った支援と指

導を展開することにつながる。保護者との関係についても、教師が子

供を理解し実態に合った指導を展開することにより、信頼を得ること

ができ、より良い関係を築くことができると考える。 

今年度前半は、「支援と指導」について、誰でも理解しやすいことを

念頭に置きながら、「読み・書き」ともにＡタイプからＨタイプまでの

全ページの作成に取り組み、サポートブック試作版を作成した。その

後、研究協力員に実際に活用してもらい、「操作について」「サポート

ブックの内容について」「活用について」「通級指導教室担当者・通常学級担任としての活用」について検証を依

頼した。その後、検証報告を基に改善点を確認し、より理解しやすく活用しやすいサポートブックの完成を目指

し、修正と加筆を行った(表 10)。検証報告には、「様々なデバイスで活用できる」「児童生徒の困難の状態にあ

った支援や指導が紹介され分かりやすく実践しやすい」「『読み・書き』の困難についての理解が深まった」「実

態把握がしやすい」等といった報告があり、サポートブックは、「読み・書き」に困難を抱える児童生徒の指導

に悩んでいる教師の一助となることが期待できる。 

また、「『令和の日本型教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す,個別最適な学びと，協

働的な学びの実現～（答申）」（令和３年中央教育審議会）では「個別最適な学び」を進めるにあたり「これまで

以上に子供の成長のつまずき、悩みなどの理解に務め、個々の興味・関心・意欲等を踏まえてきめ細かく指導・

支援すること」や、「インクルーシブ教育システムの理念を構築する旨として行われ、全ての子供たちが適切な

支援を受けられる環境整備」を求めている。子供の成長のつまずきや悩みを理解すること、実態に応じた指導方

法・教材等の柔軟な提供や設定を計画する際、サポートブックの有効活用を期待したい。さらに、サポートブッ

クは小中高等学校及び特別支援学校で活用できるコンテンツである。全国的にも大きな課題となっている教師

の特別支援教育に関する専門性の向上にも寄与できると考える。 
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